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１．単元名 「円の面積」 

 

２．教材観 

  児童は５学年までに、直線で囲まれた図形の面積の求め方や、円周率や円周の長さを求める公式について学

習してきている。本単元ではそれらの理解を元に、円の求積公式を導いていく。 

本時では、前時学んだ円の求積公式を活用して、さまざまな形の図形の面積の求め方について考える。直線

で囲まれた図形の面積を求める際に使った、「求積公式が活用できるように図形を変形したり分割したり、大

きい図形から小さい図形を引いたりする」という考え方を想起させながら考えさせ、表現させていく。 

 

３．児童の実態 

  ６月末に実施したプレテストの結果は、次のようであった。 

・円周を求める公式【円周＝直径×円周率（３．１４） 】を理解している  … １９人／２１人 

・円周を求める公式を活用して、図形の周りの長さを求めることができる  …  ４人／２１人 

  この結果をふまえ、複合的な図形の周りを色分けさせたり、どの部分を求めた式なのか

文章で説明させたりする練習を行った。面積を求める本時の学習においても、このような

手立てを用いることで、児童が順序立てて考えられるようにしたい。 

  

４．研究主題と関わって 

〈研究内容３〉思考力・表現力を高めるための算数的活動・交流活動の工夫 

  ・見通しがもてるように、導入の問題把握の場面で、本時とりあげる図形と前時まで学んできた円との関わ

りがつかめるような提示を工夫する。 

・複合的な図形のどの部分の面積を求めているか整理しやすいように、ヒントカード、具体物を工夫する。 

  ・面積の求め方の手順を整理できるように、図に矢印を書き入れさせたり色を付けさせたりするとともに、

面積をどのように求めたかペアで説明し合う時間を位置づける。 

   

５．関連と発展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年 四角形と三角形の面積 

・平行四辺形や三角形、台形、 

ひし形の面積の求め方と公式 

・平行四辺形の底辺・高さと 

面積の変わり方 

 

・２位数と１位数の加法と減法 

（繰り上がり，くり下がりなし） 

６年 円の面積 

・円の面積の求め方と求積 

公式 

６年 およその形と面積 

・曲線を含む形のおよその面積の 

求め方 

６年 １００より大きい数 

・「底面積」の用語と意味 

・角柱、円柱の体積の求め方と 

求積公式 

５年 正多角形と円 

・正多角形の概念、性質、作図 

・円周、円周率の意味と直径と 

円周の関係 

・直径と円周の長さの変わり方 



６．本時のねらい  

  円の求積公式を活用して、さまざまな形の図形の面積の求め方を考えることができる。【数学的な考え方】 

 

７．本時の展開（６／７） 

過程       主 な 学 習 活 動 ◇研究との関わり ○評価規準 

導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終末 

 

１ 復習問題を行い、前時の学習内容を確認する。 

・円の面積は「半径×半径×円周率(3.14)」で求められる。 

・半円の場合はそれを÷２すればよかった。 

 

２ 本時の問題を把握する。 

 

 

 

 

・円ではないけれど、円に似たところがあるぞ。 

・円の面積を求める公式を使ってできそうだ。 

 

３ 課題を作る。 

 

 

 

 

４ 各自考えた後、全体で解き方を確認する。 

・図形の飛び出している部分 aを、 

 へこんでいる部分 bに移動させれば 

 半円になるので、 

 半径×半径×３．１４÷２で面積を求められる。 

 

５ 練習問題に取り組み、ペアで面積の求め方を説明し合う。 

（１）           （２） 

 

 

 

 

６ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

７ 各種練習問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

◇研究内容３ 

・見通しがもてるように、導入の問題

把握の場面で、本時とりあげる図形と

前時まで学んできた円との関わりが

つかめるような提示を工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇研究内容３ 

・複合的な図形のどの部分の面積を求

めているか整理しやすいように、ヒン

トカード、具体物を工夫する。 

 

◇研究内容３ 

・面積の求め方の手順を整理できるよ

うに、図に矢印を書き入れさせたり色

を付けさせたりするとともに、面積を

どのように求めたかペアで説明し合

う時間を位置づける。 

 

 

 

 

 

 

 

右の図形の面積を求めましょう。 

円ではないいろいろな形の図形の面積を、円の面積を求め

る公式を使って求めよう。 

円ではない図形でも、円の一部になっている部分に着目

すれば、円の面積を求める公式を使って、面積を求める

ことができる。 

円の求積公式を活用して、さま

ざまな形の図形の面積の求め方を

考えている。 

   【数学的な考え方】 

a 

b 


